
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2７年度 白岡市立 
スクールプラン

 

菁莪
せ い が

小学校 

「即今着手」 

「一気呵成」 

 
  

 

平
成
27

年
度 

あ
お
ぎ
り
宣
言 

五
つ
の
約
束 

 
 

 

わ
た
し
た
ち
は
、
校
名
「
菁
莪
」
に
込
め
ら
れ
た
意
を
体
し
、
よ
き
伝
統

を
継
承
し
つ
つ
、
次
の
五
つ
を
モ
ッ
ト
ー
（
行
動
目
標
）
と
し
、
本
校
開
校

124
年
目
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。 

一 

交
通
安
全
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
安
心･

安
全
を
最
優
先
さ
せ

て
、
菁
莪
の
子
供
達
の
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。 

二 

本
校
の
教
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
、
不

祥
事
の
絶
無
を
誓
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
仕
事
を
し
ま
す
。 

三 

本
校
の
モ
ッ
ト
ー
「

即
今
着
手
」
「

一
気
呵
成
」

に
よ
り
、
教
職

員
が
手
本
を
示
し
な
が
ら
率
先
垂
範
の
姿
勢
で
取
り
組
み
ま
す
。 

四 

全
学
年
の
基
本
動
作
と
な
る
「
菁
莪
小
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
よ

り
、
全
教
職
員
で
着
実
な
共
通
実
践
を
推
進
し
ま
す
。 

五 
絶
え
ず
研
究
と
修
養
に
勤
し
み
、
教
師
と
し
て
の
指
導
力
や
使

命
感
、
そ
し
て
人
権
感
覚
を
磨
き
続
け
ま
す
。 

学校応援団  菁莪小学校区地域連絡協議会 地域立菁莪小学校 ＰＴＡ  子ども 110 番の家 スポーツ少年団 

○安心・安全応援団 

○学習応援団 

○環境応援団 

○行事応援団 

○ふれあい応援団 

知識や技能を身に付け 
活用できる子 

健康で根気よく 
やりぬく子 

「ありがとう」を 
伝えられる子 

知識・技能の習得と活用 
○校内たしかめテスト漢字、計算(あおぎり賞) 
○本いっぱいタイム（あおぎり賞） 
○よりよい生活をつくる話合い(学級会等） 
○算数少人数指導 ○英語活動（全学年） 
○あおぎり発表会、言葉の時間、私の 100選 
 の暗唱( )による言語活動の充実 
○理科支援員との連携  
○全国学テ、新埼玉県学力・学習状況調査 

体力向上策（握力 柔軟性）と健康教育の推進 

○体育授業の充実（補強運動の定着化） 

○業前体育さわやかタイムの充実 

○体育カード・自主マラソン（あおぎり賞） 

○あおぎり全校遠足等の学校行事や学級活

動における体育的諸活動の充実 

○運動環境の整備と安全点検及び事故防止 

○食育の推進○歯の早期治療と怪我の予防  
 

ともに支えあい、どの子も大切にする 
教育活動の推進 

○人権感覚の育成と人間関係づくり
○道徳教育 16 年次の継続研修による道徳授 
業の充実（保護者参画、蓄積資料活用） 

○だれもが舞台に立てる学年・学級経営 
○埼玉の子ども 70万人体験活動(稲作体験等) 
○異年齢交流活動（ふれあいタイム、幼小中連携等） 
○「学級・学校生活満足度調査」の活用 
○支援相談員や関係機関との連携 

平成 2７年度スキルアップ実施中 

※
背
景
写
真
は
、
本
校
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
「
あ
お
ぎ
り
」、 

 

イ
ラ
ス
ト
は
、
本
校
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
お
ぎ
り
く
ん
」 


